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在籍していたのであれば
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【 平成25-令和2年度入学生徒用 】

2 年 3 月 15 日

　　

・大検、高認、技能検定による認定科目は、単位数を記入し、備考欄に「○により単位認定」などと記入して下さい。

総 合 的 な 探 究 の 時 間

単位数
元 年度

評定

・備考欄には休学などの特記事項のほか、総合的な学習の時間を実施した場合の内容などをご記入ください。

平成29年度の「体育」は履修のみ認定。
平成29年度の「日本史Ａ」は高認合格により単位認定。
総合的な学習の時間は「生き方を考える」という内容。通訳を志し、自分の進路を踏まえて課
題研究に取り組んだ。

0

・記入上、不明な点がありましたら、079-274-2014（通信制）までご連絡ください。

記入にあたって（お願い）

・教科、科目名、単位数、修得年度など該当するすべての項目について、記入漏れのないようにお願いします。
・表面は当時の学習指導要領に表示されている科目に対応しています。欄が不足する場合および学校設定科目、
旧教育課程科目などは裏面に教科名とともにご記入ください。「社会」と「地理歴史」なども区別してください。
・修得に至らず、履修のみを認定した場合は、「評定」を１とし、備考欄にその旨をご記入ください。
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30単 位 数 の 計 （ こ の 面 ）

令和上記のとおり相違ないことを証明します。

  （○○○）○○○-○○○○

令　和　太 郎

電 話 番 号

30

総 合 的 な 学 習 の 時 間

印

印

   〒○○○-○○○○ 　　　　　神戸市○○区○○町○○番地の○        

校 長 名

教諭

   神戸市立 令和高等学校

令　和　次 郎記載者職・名

単 位 数 の 総 計 （ 両 面 ）

住 所

学 校 名

表面には証明印の欄がなく、裏面には氏名欄がないので、Ａ４ 両面印刷か、Ａ３片面印刷

この記入例を、作成を依頼する高等学校に渡すこと

専門教科の科目等は、この欄
に記入してください

修得単位がない場合でも、在籍して
いたのであれば記入してください

修得単位がない場合は、空欄では
なく、「０」を明記してください

修得単位数の合計は、必ず縦と横が一
致しているかどうか確認してください

記載者印も押してください


